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矢 島 國 雄
博物館実習は博物館学および教育原理 の修了者 を対象 として実施 している。1983年度は115
名(う ち女子52名)が受講 し,学芸員有資格者として95名(うち女子50名)が修了することを
得た。卒業学部は文学部が最も多 く,なかでも日本史学,考 古学の専攻学生が中心 となること
は例年 と同じである。
本年度の博物館実習も例年の如 く,前期は見学実習を中心 とし,夏季休暇申の館園実習を経
験 した後期は,博物館における具体的な課題毎に特別講義 と実習を組み合わせて行 う形で進め
た。実習 日程 とその内容は表の如 くである。
月 日 課 題 ・ 特 別 講 師
4月15日 博物館実習ガイダンス
・月22日已 物館実習にあた・て
・月・∋ 穣 市立加曽利貝囎 ㈱ ・て類 新 寺紙(同 醐 館)
・月・3日已 纏 備と野外醐 館 後藤和民氏(千葉轍 育委員会)
・月・・∋ 神奈川県立博蜘 ・て実習 榊 勇一氏(同醐 館)
5月20日 総合博物館の現状と課題 神澤勇一氏(神奈川県立博物館)
6月3日, 地域社会と博物館 熊野正也氏(市川市立歴史博物館)
6月10日 市川市立歴史博物館・同考古博物館にて実習 奥山睦義 ・堀越正行氏(同博物館)
6月17日 NHK放送博物館にて実習 河野光子氏(同博物館)
・脚1私 立美緬 の獄 と随
・月・∋ 麺 博繊 ・て実習 松沢正二氏(同博物館)
・月・∋ 欄 博物嫉 習の総括 ・夏季休暇中の博物館実習のための輸 鱒
智 見盲1鞭 実習
・・月・∋ 書 体眼中の醐 嫉 習の紗 と報 指導
・・月・4日1醐 館と文化財保縦
・・月・・∋ 酬 取拠 ・(1)美術酬
10月28日 資料取扱い② 考古 ・民俗資料
11月11日 資料取扱い{3)文書資料 神崎彰利氏(明治大学刑事博物館)










実習のね らいは,前 期は主として館園の実際の業務を見学,研修することにあ り,同時に各
種の博物館の理念とその具体的活動とを理解 し"学芸員とは何か"を肌で知ることを企図して
いる。学芸員に要求される資質 と姿勢 を知るに及んで,実 習への取 り組みが次第に真剣になっ
てゆ く様子がみられる。
夏季休暇中の館園での実習は,各 自がこうして得た博物館像 ・学芸員像 を,現場で学芸員と
よ り深 く接することを通 じて深化させることを企図している。諸種の事情によ り,実習期間に
は長短はあるが,'この夏季休暇中の実習によって,博 物館 ・学芸員の役割 ・使命についての認
識が高次のものとなってゆく様子はレポー トに如実に示されている。また,博物館のかかえる
問題について,具 体的に考えてゆ く姿勢が明らかに強 くなることが認められる。
後期の博物館実習では,重 点的な項目毎にさらに整理 して体得することを目指 して,個 別の
課題毎の実習を実施している。このために,専 任教員ばか りでな く,現職にある各分野の専門
家を特別講師としてお願いして,専任 を含め3名 で実習にあたっている。
博物館実習ではこの他に,大 学附属の3博 物館の協力を得て,実 習生が日常的にこれらに接
することができるよ うな体制をとりつつある。現状では上記3館 は移転新設 を控えて,い わば
仮住いの状態にあるため,充 分に実習に活用できに くいが,そ れぞれの業務多忙の中で,職員
の方 々の御努力で実習に協力していただいている。これらの3博物館は,1985年度中には移転
を完了 して整備充実が計られることになってお り,この機に,博物館実習としての利用のしか
た等について,再検討することになっている。体験的実習の機会がますます減少 しつつある状
態を考えると,実習用施設の設置とともに附属博物館の活用のしかたを,大学附属博物館その
ものの在 り方の検討の中で位置づけなおしてゆく作業が急がれると考えている。
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